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◆会社名 協和木材株式会社(KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.)

◆代表取締役社長 佐川 広興

◆創業 1953年(昭和28年)

◆従業員数 480名(協和木材330名・門脇木材150名)

◆本社 東京都江東区

◆工場 ①塙工場：福島県東白川郡塙町

②集成材工場：福島県東白川郡塙町

③新庄工場：山形県新庄市

④門脇木材協和工場：秋田県大仙市

⑤門脇木材男鹿工場：秋田県男鹿市

③新庄工場

会社概要

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.
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KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

70千㎥/年

110千㎥/年

160千㎥/年

210千㎥/年

260千㎥/年

330千㎥/年

450千㎥/年

580千㎥/年

製材量
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木材供給体制ーJAS認証４工場概要ー

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

①塙工場（敷地面積１４ha）
・製材設備

シングル台車１台、３，４ｍツインバンドソー３台
６ｍツインバンドソー１台、１４連横バンドソー１台

・乾燥設備
１２ｔボイラー１台、５ｔボイラー２台
（現在１５ｔボイラー設置工事中）
中温乾燥機３０台、高温乾燥機９台
（現在中温乾燥機６台建設工事中）

・仕上ライン
柱モルダー、間柱・ツーバイモルダー、輸出材用モルダー
モルダーギャング

②塙集成材工場（敷地面積８.５ha）
・製材加工設備

チッパーキャンター２台
・接着設備、仕上ライン

ラミナモルダー、FJライン、回転プレス２台、
高周波プレス１台、仕上モルダー

③新庄工場（敷地面積１２ha）
・製材設備

チッパーキャンター２台
・乾燥設備

１２ｔボイラー１台、中温乾燥機２０台
・接着設備、仕上ライン

ラミナモルダー、FJライン、回転プレス２台、仕上モルダー

④門脇木材協和工場
・製材加工設備

４ｍツインバンドソー１台
・乾燥設備

7ｔボイラー、高温乾燥機、中温乾燥機
・仕上ライン

モルダー２台

年間製品販売数量２３万㎥



KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

木材供給体制ー集材と製品出荷ー

■原木集材
工場から５０km圏内での集材
[POINT]工場を中心に半径５０kmの円の中にどれだけ資源があるか？

■製品出荷
東北、北関東、名古屋以北の商圏
[POINT]いかに製造コストを下げ、輸送コストをカバーできるか？



国内における当社の位置づけ

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

7.5～75kw未満

57%

75～300kw未満

31%

300kw～1,000kw未満

10%

1,000kw以上

2%

国内における製材工場(全3,804社)の出力階級別構成割合

2,183社

361社

1,180社

80社

7.5～75kw未満

4%

75～300kw未満

18%

300kw～1,000kw

未満

30%

1,000kw以上

48%

製材用素材消費量(全16,000千㎥)の出力階層別構成割合

7,656千㎥

4,777千㎥

2,906千㎥

637千㎥

農林水産省HP「令和４年木材統計」より
当社は大規模工場の位置づけ



大規模工場におけるJAS材生産体制（無垢製品）

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

モルダー

ｸﾞﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾏｼﾝ
含水測定

外観目視

自動印字

インラインによる自動化



大規模工場におけるJAS材生産体制（集成材製品）

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

粗モルダー

ｸﾞﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾏｼﾝ

含水測定

ﾗﾐﾅ目視

Tスキャナー

ﾗﾐﾅﾔﾝｸﾞ

ﾗﾐﾅ目視欠点除去

FJ

12H養生

ﾗﾐﾅ目視

ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾀﾞｰ

ﾗﾐﾅ保証荷重検査ﾗﾐﾅ目視

ﾗﾐﾅ仕上ﾓﾙﾀﾞｰ

インラインによる
自動化



大規模工場におけるJAS材生産体制（集成材製品）

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

積層
接着

２４H養生

柱仕上ﾓﾙﾀﾞｰ

ﾗﾐﾅ曲げB試験
ﾗﾐﾅ曲げC試験

柱曲げA試験
減圧加圧剥離試験
ﾌﾞﾛｯｸせん断試験

品質管理課

品質管理課

製品格付検査

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
放散量試験

自動印字



JAS材生産体制ー年間製品出荷量

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

９割をJAS製品として出荷（輸出・側材を除く）

構造集成材 101,461㎥ 

枠組壁工法構造用縦継ぎ材 5,830㎥ 

接着たて継ぎ材 4,872㎥

構造用製材（製材等） 38㎥

構造用製材（機械等級） 16,394㎥

枠組壁工法構造用製材 21,513㎥

150,108㎥
(2023年)



当社におけるJAS材生産とは

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

当社にとってのJAS製品とは・・・
■スギ製材を始めた１９９０年代より規格に関心
当時JIS規格における測定器にてヤングを計測（数値による明確化）

■建設業界における各セグメントの責任範囲を明確にしたい
製造メーカーとして保証するべき対象

JASが普及しない要因

①JAS材を製造するのに初期費用と年間検査費用などがそれぞれ数十万円以上かかる。
②品質を確認して表示するという製造管理の手間がかかる。
③JASでない乾燥材との価格差がないこと。
④補助金の支給条件になる、製材に不具合があるとJASによって補償されるといった特典がないこと。



今後のJAS材生産

KYOWA MOKUZAI CO.,LTD.

選別の自動化
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